
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。四季

のある日本では、季節ごとの「しつらえ」

で春夏秋冬を愛でてきました。旬の草花

を生け、旬の食材をいただき、衣替えを

して、お正月やお盆、節分やお月見など

で暮らしにさりげなく季節感を取り入れ

る。今年はそんな「季節のしつらえ」を

今一度見直してみたいと思う新年です。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
社
屋
を
取
得
す
る
際
に
か
か
る
税
金
は
？
】 

 

「
現
在
、
社
屋
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
で
す
が
、
社
屋
を
取

得
す
る
際
は
ど
の
よ
う
な
税
金
が
必
要
に
な
る
の
か
教
え
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
取
得
の
際
に
必
要
な
「
登
録
免
許
税
」
と
「
不

動
産
取
得
税
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。 

ま
ず
は
「
登
録
免
許
税
」
に
つ
い
て 

で
す
。
土
地
の
売
買
を
し
て
所
有
権 

の
移
転
登
記
を
行
う
と
、
不
動
産
価 

額
の
１
．
５
％
の
登
録
免
許
税
が
必 

要
に
な
り
ま
す
。
建
物
を
新
築
し
て 

所
有
権
の
保
存
登
記
を
行
っ
た
場
合 

に
は
不
動
産
価
額
の
０
．
４
％
が
、
中
古
建
物
な
ど
を
売
買
で
取

得
し
て
所
有
権
の
移
転
登
記
を
行
っ
た
場
合
に
は
不
動
産
価
額

の
２
％
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
で

取
得
す
る
場
合
は
抵
当
権
の
設
定
登
記
を
行
う
た
め
、
抵
当
権
設

定
額
の
０
．
４
％
の
登
録
免
許
税
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

次
に
「
不
動
産
取
得
税
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
土
地
や
建
物
を
取
得

後
、
都
道
府
県
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
届
く

ま
で
に
半
年
以
上
か
か
る
場
合
も
あ
る
の
で
忘
れ
ら
れ
が
ち
な

税
金
で
す
。
不
動
産
取
得
税
の
標
準
税
率
は
、
土
地
は
固
定
資
産

税
評
価
額
の
３
％
で
、
建
物
は
４
％
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
特
例

措
置
で
現
在
、
宅
地
等
の
課
税
標
準
は
２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
登
録
免
許
税
」
と
「
不
動
産
取
得
税
」
は
取
得
時
の

み
の
課
税
と
な
り
ま
す
が
、
「
固
定
資
産
税
」
の
よ
う
に
毎
年
、

必
要
と
な
る
税
金
も
あ
り
ま
す
。
社
屋
取
得
の
際
に
は
こ
ち
ら
も

考
慮
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。 

【世代を超えて愛される理由！それがヒットの秘密】 

切り干し大根や凍り豆腐、干し椎茸など、おふくろの味の代表である「乾物」が若い

主婦の間で脚光を浴びています。保存がきいてローカロリーというヘルシーな乾物を

活用するレシピ本や料理教室などが増え、昔ながらの煮物に加えてイタリアンやお菓

子などのアイデアあふれるおいしいレシピが生まれています。斬新なメニューを楽し

むだけでなく、栄養価の高さから子ども向きの献立としても見直されているとか。 

先人の伝統食が新しい世代へと受け継がれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「今年こそ！」から「今日こそ！」へ】 

 

お正月の風景もずいぶん様変わりしました。例えば福袋。かつて

は「お楽しみ」だった中身があらかじめ公開され、今は「お得感」

や「実用性」に重きが置かれているものも多いです。「福」の意味

や価値も時代や世相を反映して変わってきたのでしょう。しかし、

「今年こそ！」と新年に誓いを立てたり、新しいことを始めたり

するのは人の習いとして今も昔も変わりません。時間の区切り方

は色々でも、希望や期待を思わせる「新年」は事始めにもっとも

ふさわしい区切りではないでしょうか。 

大正から昭和にかけて活躍した作家の 

吉屋信子さんは、新年の思いを暦に託 

して「初暦 知らぬ月日の 美しく」 

と詠みました。まっさらなノート、ま 

っさらなシャツ、色々な「まっさら」 

がありますが、まだめくられていない 

初暦ほど「まっさら」という言葉が似合うものはないでしょう。

まっさらな暦には、まっさらな日々が眠っています。 

まっさらな日々には、まっさらな時間が詰まっています。今日か

ら先は未知の世界であり、そこには個々の未来が静かに横たわっ

ているのです。商売をしていればままならないことの連続ですが、

暦を一枚めくればその日は「過去」になり、その下には希望や期

待で輝きながら目覚めのときを待つ「まっさらな未来」がほほ笑

んでいるのです。 

商売は長丁場。行き当たりばったりで続けていけるものではあり

ません。経営には長期的な展望や戦略が必要だとされますし、実

際にその通りでしょう。しかしながらこれだけ時代のサイクルが

速くなると、どれだけ長期的な目標を明確にしても 10年後の社会

情勢や環境がどうなっているかは誰も知る由はありません。 

今のような時代には、少し先を見ながら「今年こそ！」を「今日

こそ！」に替えて、暦を一枚ずつめくっていく感覚が似合ってい

るように思えてなりません。初暦は未知の宝庫のようなものです。

商売の成功や人生の充実というものは、「今日こそ！」の積み重ね

の先にあるのかもしれませんね。 

【ローマ法王に 
米を食べさせた男】 

ローマ法王に日本の米を献上した
話をご存知でしょうか。これはブラ
ンド米で過疎の村をよみがえらせ 

た市役所職員、高 
野誠鮮さんの記 
録です。「成功す 
るまで失敗し続 
ければいい」と高 
野さん。勇気が湧 
きます！ 

頭打ちしやすい運勢な

ので焦りや不安にから

れそう。外見にこだわ

ることなく中味を磨く

ことに励みましょう。 

運気に勢いがあるため

努力する価値のある月

です。的を絞って着実

に積み重ねる姿勢がさ

らに吉運を高めます。 

奉仕の心と義理人情を

重んじることで吉運が

高められる月。自己の

利益より他人の利益を

優先するとさらに吉！ 

真心からの行動が吉運

を高めてくれる運勢。

公私ともに多忙ですが

余計な駆け引きはせず

に素直さを保つと吉！ 


